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表紙写真について
柏市立柏第三中学校
「校内合唱コンクールの練習風景」

「千葉教育」は千葉県総合教育センターのwebサイトで御覧いただ
けます。
なお，平成２９年度シリーズ！現代の教育事情について，都合により
変更することもあります。
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道 標 これから求められる学力をどう育むべきか

新しい学習指導要領の大枠は，「何ができるように
なるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「子ども
一人一人の発達をどのように支援するか」「何が身に
付いたか」「実施するために何が必要か」ということ
の改善を目指している。
教科等で身に付ける資質・能力を「知識・技能｣，「思

考力・判断力・表現力｣，「学びに向かう力・人間性等｣
の３つの柱に整理し，これを実現するために，学校が
教科横断的な教育課程編成を行う「カリキュラム・マ
ネジメント」の重要性を強調する。そして，「主体的・
対話的で深い学び」へと向かわせる「アクティブ・ラー
ニング」の視点から授業を見直すように求めている。

自己の考えを形成し表したり，思いを基に構想，創
造したりすることに向かう「深い学び」の実現や，教
科等の教育と社会をつなぐため，学びの過程の中で，
物事を捉える視点や考え方を鍛えることも重要にな
る。
AI（人工知能）の出現など社会構造そのものが急

激に変わろうとするとき，学校教育を通じて子どもた
ちが身に付けるべき資質や能力や学ぶべき内容の全体
像を分かりやすく見渡せる「学びの地図」としての役
割を果たせる学習指導要領とはどのようなものかを探
る。
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